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4.17「なくすな保険証」伊勢佐木町宣伝、署名43筆！！ 

4月17日午後、伊勢佐木町有隣堂前で、なくすな保険

証！神奈川県連絡会の宣伝・署名行動を実施。保険医

協会（開業医 5人）・建設国保・神奈川労連・自治労

連・年金者組合・横浜社保協・県社保協から 21人参加

しました。今回は、「従来の健康保険証を使い続けられ

るようにしてください」新請願署名のお披露目の宣伝

行動でした。暑い日差しが照り続けて、人通りもまば

らでしたが、1時間でチラシ・ポケットティッシュ 750

枚を配布し、署名43筆を集約しました。 

開業医の先生が「私たちはマイナ保険証をやめろと言っているわけではない」「マイナ保険証と紙の保険証を両

立してほしい」「医療機関ではマイナ保険証のトラブルが起こった時、持参してもらった保険証で資格確認をして

いる。現行の保険証が廃止されたら、確認する術もなくなる」と訴えると、「マイナ保険証は持っているけど持ち

歩きたくない」、「保険証を今と変わらず使えるようにしてほしい」の声。この間、署名はお年寄りの方が多かった

のですが、若い人が何人も署名しました。 

4月 18日の平塚社保協の宣伝行動では、1時間で保険証署名 29筆、消費税減税署名4筆集約。4月 25日の茅ヶ崎

社保協の宣伝行動では、1時間で保険証署名15筆、介護署名10筆、消費税減税5筆集約。保険証の存続を求める声

は大きいものがあります。 

「従来の健康保険証を使い続けられるようにしてください」新請願署名の活用をすすめてください（県社保協に

署名用紙 7000枚あります）。次回の県連絡会の宣伝・署名行動は、5月 22日（木）14:00～15:00伊勢佐木町有隣堂

前で実施予定。また、5月15日（木）には、｢保険証を使い続けたい！」署名提出集会が国会で行われます。 

4.9神奈川国会行動に97人参加!! 

 4月9日午前中、建設労連、神奈川土建、民医連など14団

体97人の参加で神奈川国会行動を実施しました。 

志位和夫さん（日本共産党衆議院議員）が国会情勢報

告。志位さんは、「物価高騰が止まらない。4月から値上げ

される飲食料品が 4225品目にも及ぶ」として、物価高騰か

ら暮らしを守る緊急施策の実行を、財源を示しながら訴え

ました。そして、軍事費が 8.7兆円の「大軍拡を続けたままでは暮らしは決して守れません」として、トランプ米

政権から「GDP比 3％以上」などさらなる軍事費増を要求されているとして、「大軍拡を中止し暮らしにまわせ、

日本の平和は外交の力で守れ、というまっとうな主張を掲げてたたかっていきましょう」とよびかけました。 

集会では、神奈川民医連の相楽さんが、「診療報酬の引き下げによって医療機関の経営が深刻な状態になってい

る。訪問介護の報酬引き下げで訪問介護事業所の倒産も増えている。診療報酬と介護報酬の抜本的な引き上げをた

だちに実施してほしい」と訴えました。その後、参加者で手分けして、地元国会議員や厚労委員会委員の議員事務

所を訪問し、診療報酬・介護報酬の引き上げなど計8種類の要請書を届け、要請しました。 

次回の神奈川国会行動は、5月21日（水）10時から衆議院第二議員会館多目的会議室で開催します。 

署名を受取る志位和夫議員 
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物価高騰に悲鳴！！消費税は減税・廃止に！！ 

 4月、県内約50カ所で「税と社会保障の一体改革反対・全県一斉宣伝行動」が行われています。主に、消費税減

税とインボイス廃止、保険証を残すことを求める署名にとり組みました。 

 4月8日には、中井町、大井町、開成町、南足柄市、山北町、松田町。4月14日には、大磯町、二宮町、箱根町、

真鶴町、湯河原町を宣伝カーでのキャラバン行動に取り組みました。消費税減税を求める署名がいっぱい寄せられ

ました。いままで、こんなに寄せられたことはありません。物価高騰でみんな困っています。 

消費税をなくす会の三浦さんが14日の行動に参加し、以下のニュースを作成しましたので、転載します。 

4 月8・14 日「税と社会保障の一体改革反対」西湘キャラバン 
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発足25年企画と総会開催!! 

 障害児者の生活と権利を守る神奈川県連絡協議会

（障神奈連）は、「障害児者とその家族、患者にと

って頼れる障神奈連を目指そう！21世紀を人権と平

和の花開く時代にしよう！権利としての社会保障・

社会福祉を守り育てよう！」をスローガンとして第

26回総会を 4月19日、かながわ県民センターにて開

催しました。 

当日は加盟団体関係者ならびに個人会員を中心に 26名が参加。討論では、県立施設をめぐる問題、普段利用す

る施設の音声案内の不備をめぐる問題、旧優生保護法の違憲判決を最高裁で勝ち取った以降の取り組みなど、加盟

団体の活動をめぐる発言が相次ぎ、運動の方向性を共有する会となりました。 

障神奈連は発足から 25年を迎え、同時開催で 2つの企画を行いました。ひとつめは、「記念絵画展 障害児者の

豊かな可能性～書画俳句作家・吉田照男の世界～」。1F展示ホールにて行った企画には、市民の方も含め90名の来

場者がありました。 

ふたつめは、「障害児者の人権保障をめざして 25年～それぞれの 25年を振り返る」と題し、加盟団体所属の 29

名が参加、それぞれの 25年の歩みを発表しあいました。互いの障害者運動との一致点を改めて確認し、今後の運

動の糧として共有しました。＜障神奈連事務局・濱坂英則さんより＞ 

年金・国保を学習し、活発に論議！！ 
4月 27日、トランプ関税や物価高騰のなか、茅ヶ

崎社保協第24回総会を 13時 30分から茅ヶ崎民商会

議室で開催し、17人が参加しました。 

第一部は、県社保協根本隆事務局長が、「2025年

年金改定法案の論議の動きや、国保の保険料水準の

統一化（令和 18年度予定）に向けた問題と医療費

水準 0%に向けた動き」などのテーマを中心に講

演。とくに年金の実態と政府がねらっている改悪、

私たちがのぞむ年金改革の方向性について、活発な

質疑がされ、意見交換しました。 

第 2部の総会では、昨年秋の総選挙で、自公政権は過半数割れし、国民要求の前進が期待できる新しい政治状況

が生まれ、一部野党を取り込まないと国の予算案、法案も与党だけでは成立しない状況。日本維新の会は、「高校

無償化」や年間4兆円の医療費の削減など、自民・公明との3党合意で2025年度予算案に賛成。国民民主党は公明

党と共に、企業団体献金の全面禁止ではなく献金上限額の規制や受取支部の制限を主張し、自民党を助ける役割を

演じていること。参院選を前に与野党が消費税減税を主張し、国民民主党の玉木代表が政界再編を主張するなどの

情勢論議を深め、米国・財界言いなりの政治の見直しや年金改悪、学術会議の御用化を許さず、高額療養費の引き

上げの白紙撤回、選択的夫婦別姓の実現などの「要協対話」型運動の推進を提起し確認しました。次期役員を選出

して閉会しました。＜茅ヶ崎社保協・斎藤和夫事務局長より＞  

 

 

◆ 4月10日、年金者組合が、「年金裁判学習決起集会」を開催し、90人が参加。 

◆ 4月16日、横浜地裁で建設アスベスト神奈川第3陣訴訟の判決。27名の損害賠償は命じたが、11名の請求は棄却した。 

◆ 4 月 23 日、6 月の県議会に「消費税減税」と「インボイス制度の廃止」の陳情提出を準備し、賛同のお願いに業界団体を

訪問。 

障害児者の生活と権利を守る神奈川県連絡協議会（障神奈連） 

茅ケ崎社保協総会 
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 2025年度市町村国保「保険料」10市町で据え置き！！ 
各市町村の 3月議会で、保険税方式の自治体（20市町

村）は、2025 年度の市町村国保の保険料率を決めまし

た。保険料方式の 13自治体は、5月末から 6月中旬に、

各市町村で開催する国保運営協議会で決めます。 

県社保協では、市町村の保険料（税）率等の調査を行

い、全 33市町村から回答が寄せられました。保険料率の

回答があった 20市町村のうち、平塚市、相模原市、秦野

市、大和市、座間市、二宮町、中井町、松田町、開成

町、真鶴町の 10市町が保険料を据え置きし、横浜市、三

浦市、南足柄市は、一部引き下げとしました。 

右図は、1 人当たり保険料です（算出未定のところが

多い）。被保険者の構成が前年と違っていますので、据

え置きでも一人当たり平均が上がっているところが多い

です。それでも、三浦市は一人当たり平均でも下がって

います。県単位の保険料率の統一化のもとで、昨年は据

え置きが 6市町村とどまっていましたが、すでに 10市町

となっています。今後、保険料の市町村から追加回答を

いただき、最終6月末に調査表を完成させます。 

2025年度 2024年度 差額

横浜市 129 ,320 127,480 1 ,840

川崎市 167 ,090 162,243 4 ,847

相模原市 115 ,951 112,720 3 ,231

三浦市 122 ,895 123,569 -674

厚木市 110 ,991 108,991 2 ,000

伊勢原市 114 ,673 106,101 8 ,572

海老名市 110 ,500 106,177 4 ,323

座間市 119 ,018 116,730 2 ,288

南足柄市 139 ,293 136,145 3 ,148

二宮町 127 ,909 124,670 3 ,239

中井町 前年と同程度見込み 96,000

大井町 102 ,280 83,443 18 ,837

箱根町 108 ,646 91,444 17 ,202

愛川町 108 ,000 100,000 8 ,000

自治体
１人当たり保険料（税）額　　　　単位（円）


